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ヨハネの黙示録 20 章 1 節～6 節 わたしはまた、一人の天使が、底なしの淵の鍵と大 

きな鎖とを手にして、天から降って来るのを見た。この天使は、悪魔でもサタンでもある、

年を経たあの蛇、つまり竜を取り押さえ、千年の間縛っておき、底なしの淵に投げ入れ、

鍵をかけ、その上に封印を施して、千年が終わるまで、もうそれ以上、諸国の民を惑わさ

ないようにした。その後で、竜はしばらくの間、解放されるはずである。わたしはまた、

多くの座を見た。その上には座っている者たちがおり、彼らには裁くことが許されていた。

わたしはまた、イエスの証しと神の言葉のために、首をはねられた者たちの魂を見た。こ

の者たちは、あの獣もその像も拝まず、額や手に獣の刻印を受けなかった。彼らは生き返

って、キリストと共に千年の間統治した。その他の死者は、千年たつまで生き返らなかっ

た。これが第一の復活である。第一の復活にあずかる者は、幸いな者、聖なる者である。

この者たちに対して、第二の死は何の力もない。彼らは神とキリストの祭司となって、千

年の間キリストと共に統治する。 

 

ヨハネは、一人の天使が、底なしの淵の鍵と大きな鎖とを手にして、天から降って来る 

のを見た。この天使は、地を這い、噛みついて、襲う年を経た蛇、闇の深淵から這い上が

り、戦いを挑む、七つの頭があり十本の角を持つ火のように赤い大きな竜、つまり、悪魔、

サタンを取り押さえ、縛り、底なしの淵に投げ入れ、鍵をかけ、その上に封印を施して、

千年が終わるまで、諸国の民を惑わさないようにした。「悪魔でもサタンでもある、年を

経た蛇、つまり、竜」は、「全人類を惑わす者（黙示録 12：9）」である。天使は、巨大な

竜が人類を惑わすことができないように、千年間、閉じ込めた。キリストによる「千年王

国」が樹立されたのである。千年とは「長期間」という意味である。千年が過ぎると、竜

は解放され、しばらくの間、人々を惑わすという。「千年王国」は終末の到来ではなく、

暫定的なキリストの支配である。 

 ヨハネはまた、座を見た。「座」とは王権、支配権を意味する。その座に座っている者

たちは裁くことが許されていた。裁きの執行者は神に限定されるが、「座に座っている者

たち」は、支配の権限が付与され、キリストと共に統治するということである。 

 ヨハネはまた、主イエスの証しと神の言葉のために、首をはねられた者たちの魂を見た。 

「この者たちは、あの獣もその像も拝まず、額や手に獣の刻印を受けなかった。」彼らは、

神への忠誠を生き抜き、ローマ帝国の暴政に与せず、皇帝礼拝を拒み、額や手に獣の刻印

を受けなかったので、斧で首をはねる「斬首刑」で殉教した者たちである。彼らはキリス

トの復活に与って生き返り、キリストと共に千年の間、統治する。非キリスト者たちは、

千年たつまで生き返らない。キリストのために殉教した者とそうでない者とが区別されて

いる。ヨハネは、キリストの復活に与って生き返ることを「第一の復活」と言い、第一の

復活に与る者は、幸いな者、他の者たちと違う「聖なる者」であると言う。 

この「聖なる者たち」には第二の死は何の意味もない。第一の死は「肉体の死」で、第

二の死は神との関わりが切れる「霊の死」である。キリストの復活に与って生き返った者

は、第二の死、霊的な死を受けることがない。すでに、終末時の神が支配する聖なる都・

「エルサレム」に入る資格を有して、「永遠の命」に与っているからである。彼らは、神

とキリストの祭司となって、千年の間キリストと共に統治する幸いを得る。 


